










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































指標 父系型 双系型 父子連名制　Miao
taker 少（相続者のみ） 全員 全員
世代 連続世代継承法 隔世代継承法 連続世代継承法
（家父長制的強制） （生れかわりの観念）
91ve「 死者を含む 生者のみ 死者を含む
父方母方 父方 父方・母方 父
地域 近江 五島 苗族
意義 家族のシンボル 家族を超越，個人関係 父子関係，兄弟リニージ







































































世代 関係 男女 計　　％
Gヰ4 FFFF 2　0 2　　2．4
G十3 FFF 9　0 9　10，7
L…．・「〒「． ．・．・． T「w、 ．AA．r．・・．「 ］”・．・・．
G十2 FF 31　0 31　36．9
FF十F 1　0 1　1，2
．A．．・・．・・「〒一、． ・・．． ．・ ．．． 一「「．ww．．
G十1 F 36　1 37　44．0
FZ 1　0 1　　1．2
M 0　1 1　　1．2
MB 2　0 2　2．4
計 82　2 84100．0
（Fは父，Zは姉妹，　Mは母，　Bは兄
弟を示す）
［事例3］本家と分家の名前のシンボルの差別化
一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1トー一△鰍郎＼、
　　　　　　　O　　lトー一△孝治郎
　　　　　　　　　　　　○なつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　○さと
○襲名（愛東町青山）
一△喜左衛門”
　　　　　　　　○
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　　　　　　　　　図8　沖縄の名乗頭の継承（沖縄県宮古島砂川間切下里村）
　　　　　　　　　　　上族六男ヤーの系図（大城健1975）
△下地恵永
　　　　　　　　　　　　　　　01
　　　　　　　　　　　　　　　02
　　　　　　　　　　　　　　　03　ミヨ
　　　　　　　　　　　　　　　04　ハル　　　　01　ヤマ　　（1872）
　　　　　　　　　　　　　一〇5　シゲ　　　　02　マッ　（ユ875）
　　　　△1恵誠（1878）・・ミ∫二△L’恵哲
　　　　　　　　　　　　　　、△2一恵朝
　　　　○カメ　　　・△ぶ恵長
　　　　　　　　　　　　　　　△4＼恵路
（1849）・一一△2一恵童（1880）…一＝01一’恵康
　　　　　　　　　　　　　　　△2－一恵康
　　　＼○　カニメガ
　　　　　　　　　　　　　　　01
　　　　　　　　　　　　　　　02　シゲ
　　　　ム3’恵康　　（1883）　　　03
　　　　03　メガ　（1886）　　04　フサ
　　　　04　マツガ（1888）　　05松枝
　　　　　　　　　　　　　　　　　マサ
　（カッコ内は生年）
カマド（1897）
カマド（1909）
○
（1913）
（1923）
（1927）
（1906）
（1912）
（1916）
（1920）
（1907）
（1915）
カマド（1904）
（1909）
カマド（1910）
（1912）
（1918）
（1922）
としての輩行制にあることを考慮すれば，漢民族との比較において，苗族と日本・沖縄はそれぞ
れの親族組織を背景としながらも，祖名継承法をもつ点で共通しているといえよう。
4　漢名と輩行制原理
（1）漢名の事例
　苗名の事例で用いた図によって，つぎに漢名について検討してみよう。漢名は輩行制の原則に
よってつけられる名前である。輩行制とは，各世代ごとにきめられた一字（これを輩字という）
を名前の上の一字として命名する命名法である。したがって，輩字を見ればその人が親族組織の
なかでどの世代に属するかが一見してわかる命名法である。
　［事例1］虎羊村（図2）
　この家族の姓は「唐」であるが，この家族で出生した者は男女とも唐姓がつけられる。姓は父
系親族組織のシンボルである。苗族は夫方居住婚であるが，女性は結婚後も姓を変更しない。漢
民族からの影響で苗族にもつけられるようになった姓は，漢民族社会の原理がそのまま受け入れ
られている。つぎに名前をみると，たとえば第二世代では男子4人にはすべて漢名がつけられて
いるが，上の3人の娘には漢名がつけられていない。おそらくこの3人は学校に行かなかったの
で漢名がつけられなかったと思われる。末子の四女になってはじめて女性にも漢名がつけられて
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いる。漢名は二字名であり，最初の一字はすべて「千」であり，これがこの世代であることを示
す輩字である。輩字の後の一字（たとえば「達」「通」「文」「武」）がそれぞれの個人の固有の名
である。第三世代でもかなりの女性に漢名がつけられていないが，この世代の輩字は1例をのぞ
いて「録」の字がつけられている。四男の長男がなぜ「秋」の字をつけたかは明らかでない。こ
の系図の限りでは輩字はほぼ統一されているといえよう。虎羊村の唐姓をもつ父系親族の輩字の
順序は，「大志金芝嫡光成健太来向台千録孝万代吉仁家」とされており，最後の「家」まで行け
ばもとの「大」にもどるとされる。こうした漢名は大きな父系親族組織のなかでどの世代に属す
るかを確認するための命名法であって，漢名からは親子関係や兄弟姉妹関係などの親族関係を確
認することはできない。
　［事例2］虎羊村（図3）
　この家族は，再婚と再婚の際の連れ子を含む事例である。この家族の場合，漢名がつけられて
いる人数が［事例1］に比べてきわめて少ない。［事例1］がかなり有力な家族といわれるのに
対して，この家族は世帯主自身かつては貧しかったと語っており，したがって学校に行く子供が
少なかったことが，漢名の少ない背景と考えられる。このことは漢名の命名には階層差があるこ
とを意味している。第二世代の4人の男子の漢名には「秀」の輩字が用いられている。第三世代
では，「再」の4人のほかに，「明」が1人いる。ほかに漢名がつけられている人が少ないので明
確には判断できないが，人数の多さからみてこの世代の輩字は「再」とみてよいであろう。この
家族では，三男（漢名・楊秀高）に再婚後の男子がないので，配偶者の連れ子が跡継ぎになるこ
とが予定されている。この場合，姓が「楊」から「唐」に変化することになるが，このことにつ
いてはこの家族はさしてこだわっていないようである。
　　［事例3］虎羊村（図4）
　この家族の事例では，漢名にこれまでの事例にはなかったさまざまな特徴がある。図6に示す
名前は，この家族の世帯主自身の記述によるものであるが，これまでの事例と異なって，苗名と
同じ名前が漢名にも記載されている。実際に姓と漢名ではなく，姓と苗名を組み合わせてあたか
も漢名のように使う用法がある。これはその例である。その場合，漢名として使われるのは，3
字名の苗名のうちの最初の2字である。これは漢名が2字が多い例にしたがったものと思われる
が，この場合，苗名のなかの祖父との共通部分が漢名では省略されたことになる。こうした例を
のぞくと，純粋に漢名がつけられている人はかなり少ない。また，この事例では，大きな父系親
族組織のなかでの世代を示す統一的なシンボルである輩字が，家族によって不統一をきたしてい
るが注目される。この系譜の第一世代と第二世代の輩字はそれぞれ「登」と「柄」であって，こ
れは家族を越えて共通しているが，第三世代の輩字は，長男の系統と三男の系統の一部では「小」
であるが，次男の系統の輩字は「深」となっており，また三男の系統の一部では漢名が1字のみ
で輩字がない場合もあり，かなり混乱が認められる。この事例の漢名のいまひとつの特徴と思わ
れるのは，三男の系統の一部に兄弟姉妹順を示す「排行制」のような漢名がみられることである。
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三男系統の第三世代の名前のなかに，「小三」（3女），「小四」（4女），「小五」（5女）とあるの
がその例である。排行制にもとつく命名はこの事例のみであって，苗族の名前に一般的に排行制
が認められるかどうかは確認できない。
　［事例4］梅影村（図5）
　つぎに梅影村における漢名の構造をみてみよう。梅影村は戸数約70戸のうち，約60戸は「欧陽」
という二字姓の家族である。欧陽姓どうしは同姓不婚の原則によって結婚できないが，梅影村以
外の欧陽姓とは結婚が可能だという。梅影村には，欧陽のほかに少数ではあるが，楊，徐，鄭，
劉，田などの姓がある。この事例の3家族における漢名は，輩行制の原則にしたがって例外なく
命名されている。輩字の原則も厳格に守られており，最初の世代から順に「英」「徳」「光」の輩
字がそれぞれの漢名の最初の一字に盛り込まれている。欧陽姓では図5に示すように20世代にわ
たる輩字がきめられており，梅影村の欧陽姓はこれにしたがって漢名が命名されている。虎羊村
の唐姓の輩字も20世代であったから，この点は共通していることになる。しかし図の第1世代に
ついては，輩字は「英」となっており，20世代の輩字と食い違っている。輩字以外の部分につい
ては，この事例では二つの傾向が見られる。ひとつは，苗名とまったく異なる字を用いて漢名を
命名する方式であって，第一世代，第二世代と，第三世代のうち跡継ぎの三男の子供はこの方法
で命名されている。これに対して，第三世代の長男の子供と次男の子供は，苗名の最初の一字，
つまり父親から継承した字以外の部分と同じ字を漢名のなかにも入れて命名している。時期的に
は漢名の命名の方が遅れるから，これは明らかに苗名の一字をとって漢名を命名したものである。
こうした例は虎羊村の事例にも認められたが，これは苗名と漢名が接近していることを示すもの
であるといえよう。しかしながら苗名と漢名の命名原理は堅く保持されており，その範囲内での
両者の接近である。
　［事例5］梅影村（図6）
　この事例でも漢名は，全般的にはほぼ輩行制の原則に沿って命名されている。しかしながら，
次男系統の第四世代の長男の子供たちの漢名の一部には，この世代の輩字「光」が用いられてい
ない事例がある。また，漢名と苗名とでは使われている字が全く異なる例が多いが，第四世代の
四男の子供の一部は，苗名と共通する字を漢名にも使用している例がある。こうした事例は，特
定の親に見られる現象であり，親の好みが関係しているかも知れない。［事例4］と同じように，
苗名と漢名の字が共通する事例は，もっとも新しい世代の一部に認められるにすぎないから，こ
れは最近の傾向であるといえよう。この事例でも苗名と漢名の命名原理は堅持されている。
（2）漢名の構造
　漢名は漢民族文化の影響によって苗族に取り入れられた名前であるが，苗族の全員に苗名が命
名されているのに対して，漢名は苗族に普遍的な名前ではない。漢名は学校に行かなければ命名
されないから，とくに女性に漢名をもたない人が多い。調査地域ではまだ義務教育制度は敷かれ
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ていなかったから，学校に通学する苗族の子供はおそらく半分程度にすぎないと思われる。漢名
は公的な名前であり，また苗族の母親の多くは中国語を知らないから，漢名が苗族の日常生活で
は使用されることはない。
　漢名は輩行制を原則として命名される。輩字は父系親族組織である氏族ごとに決められ，多く
の成員をもつ氏族内部における世代の確認の手段として重要な機能を果たしていると考えられる。
しかしながら苗族では，［事例1］［事例2］［事例3］に見られるように，かなり厳格に輩字が
守られ，輩行制が徹底していると思われる事例もあるが，［事例4］の最後の世代のように輩字
が徹底せず，輩行制の原則から逸脱している例も多い。輩字を欠く事例や輩字が家族単位に分化
する傾向が認められる。とくに重要と思われるのは，つぎの二点である。ひとつは輩字が氏族内
で統一されず，家族単位に分化する傾向である。虎羊村の事例では，同じ「唐」姓でありながら，
［事例1］の家族と［事例3］の家族では輩字が異なっているし，［事例3］の第三世代の輩字は
「小」と「深」の二つが家族ごとに用いられている。また，［事例3］では漢名が1字で輩字が含
まれていない例もある。沖縄にも「唐名」とよばれる中国風の名前が一部にあり，輩行制にもと
ついて命名されているが，苗族と同様に輩字が家族単位に分化する傾向がある。これはすでに父
子連名制について検討したように，苗族社会においても父系親族組織が存在するが，氏族より小
規模の父系小リニージが社会構造の中核をなしている事実に関連している。いまひとつは，虎羊
村の［事例3］や梅影村の［事例4］［事例5］に見られたように，苗名の一部をとって漢名に
する傾向が最近みられることである。この場合，苗名のうちその人固有の字が漢名の輩字以外の
文字にあてられる形をとる。さらに［事例3］に見られるように，最近では漢姓に苗名をつけて
漢名としている例もある。この場合には世代を示す輩字は無視されることになる。これは苗名と
漢名の共通化の傾向であって，今後この二つの名前が苗族社会のなかでどのように変化するかは，
苗族の社会構造の変化に関連して重要である。
（3）父子連名制と輩行制
　これまでの分析で明らかなように，苗族においても漢族の命名法である輩行制が受容されてい
るが，全般的にみてその受容形態はきわめて不完全であり，受容の過程で漢族の命名法と苗族の
父子連名制を混合している場合もある。苗族社会では，漢名を受容しても伝統的な命名システム
である苗名と父子連名制の原則は強く保持されているばかりでなく，父系小リニージを中核とす
る社会構造にも変化が見られない。この意味において，苗族における漢名の受容は表面的であり，
形式的である。したがって苗族は伝統的名前を堅持する一方で，漢族の文化に圧倒されて，近代
化の過程で不十分ながらも漢族の名前も受け入れざるを得なかった，と理解すべきであろう。
　こうした苗族における漢名の受容は，漢化のコンテキストの問題としてとらえることができる。
そこで漢化の視点から他の中国少数民族や韓国，沖縄，日本本土の漢名の受容のありかたについ
て検討したい。苗族の場合は漢名の受容は不完全であり，漢名を受け入れても苗族の伝統的な名
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前と命名原理は強く保持されてきた。むしろ漢名を苗族の命名システムにあわせながら受容して
きた側面もある。このような受容のありかたは中国少数民族に一般的であろうか。
　比較しうるこれまでの報告が少ないなかで，竹村卓二（1976）が後族の姓と命名法について考
察しているので，まず後族と比較してみよう。竹村卓二の報告によれば，樒族では，姓，成人名
の輩行制，幼名の排行制などほぼ前面にわたって，漢民族の命名システムを受容している。この
報告には漢化する以前の後族の伝統的な命名法についての記述はなく，あるいは全面的な漢化に
よって伝統的命名法は消滅したのかも知れない。姓は基本的に漢民族の姓を受け入れているが，
後族では姓の下に「亜姓」があり姓がさらに細分化されているのが特徴であって，この亜姓が外
婚単位をなし，単系親族組織として機能しているという。父系親族組織の分節化の傾向は，苗族
でも家族単位の輩字の分化となっており，共通姓が高いといえよう。成人名は輩行制にもとつく
名前であるが，徳族の輩字は4字に限定され，ふたたびもとの輩字のもどるシステムとなってい
る。これは漢民族の20世代以上にわたる輩字にくらべてきわめて数が少ない。苗族の輩字は漢民
族と同じように多くの世代にわたるから，この点は徒族の輩字とは異なっている。さらに，苗族
ではごく一部にしか見られなかった命名法として，兄弟姉妹の順序を名前の上に明示する排行制
にもとつく命名法が後族では広く行なわれている。たとえば，「老耐貴」（次男），「老三貴」（三男）
「老五貴」（五男）のようにして兄弟姉妹の順序を示すのである。最後に共通する「貴」は父親の
成人名の固有の部分であり，これを父子や兄弟姉妹が共有することによって，父子関係や兄弟姉
妹関係を確認できる。これは父子連名制と同じ原理であり，あるいは樒族にはかつて父子連名制
ないしそれに近い命名法が行なわれていたのかも知れない。このように後族の命名法は，漢民族
の命名法を若干修正しながらもほぼ全面的に受け入れており，漢化の程度は苗族の比ではない。
後族と苗族の漢化の差異は，両者の漢民族との交渉史を反映していると考えられる。
　漢民族周辺の諸民族のなかで後族と同じように，漢民族の命名法をもっとも受けいれているの
は朝鮮半島であり，朝鮮半島の伝統的な命名法はあきらかではないが，行列字（輩字）によって
父系親族組織のなかで世代を示すのは，漢民族の方法と同じである。一方，沖縄では唐名と輩行
制は17世紀初頭から王家および士族に受け入れられたが，双系型の童名継承法を基本とする庶民
の命名法とは別であったし，日本には輩行制はほとんど浸透しなかったと考えられる。朝鮮半島
と沖縄・日本本土の差異は，基盤となる家族・親族組織の差，すなわち朝鮮半島では中国に近い
父系親族組織が形成されたのに対して，沖縄の門中は士族などの一部であり，また日本には中国
的な父系親族組織が形成されなかったことがその要因である。とくに日本は基礎的社会組織とし
てすべての成員を家族に組織し，家族の集合体として社会を形成した家族本位制社会であったこ
とが，さまざまな面にわたって漢民族の影響をそのままの形では受け入れなかった大きな要因で
あったと考えられる。
　このような比較考察から，命名法と親族組織とくに単系親族組織との関係について，ひとつの
結論を導くことができる。すなわち，単系社会の命名法は大きく二つのパターンに分かれる。ひ
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とつは，日本・沖縄・中国少数民族，東アフリカなどに見られる祖名継承法であり，親子関係お
よびその連鎖の関係をとおして名前が継承される型である。いまひとつは，中国や朝鮮半島の輩
行制のように，大規模な父系親族組織を世代ごとに切断して，同一世代の者が共通の一字を共有
する型である。この型の社会では，父系親族組織ごとに世代を示す輩字（朝鮮半島では行列字）
が20世代以上にわたってあらかじめ決められており，輩字を見れば父系親族組織内部の世代的位
置を確認することができる。祖名継承法と輩行制の差異は，前者は父子連名制や日本の家族に象
徴されるように，より小規模の単系親族組織や家族組織に関連しているのに対して，後者は漢民
族社会や朝鮮半島の社会のように，大規模な単系親族組織が発達した社会に認められる点である。
苗族，径族，アカ族など父子連名制を採用している社会に共通する特質として，竹村卓二が分析
したリニージの分裂や，本報告で考察した苗族社会における父系小リニージの重要性など，比較
的小規模の単系親族組織の重要性問題がある。したがって，祖名継承法と輩行制とは相いれない
命名法であるが，苗族はこのふたつの命名法を採用していることになる。このうち，伝統的な父
子連名制が苗族の命名の基本原理であり，漢民族から受け入れた輩行制は政治的形式的に受容し
ているにすぎないといえよう。
5　結論
　これまで貴州省東部の苗族の二つの村落を中心に，苗族の家族・親族組織と命名システムにつ
いて考察してきた。ここではこれまでの分析を要約して結びにかえたいと思う。
　苗族の家族は，三世代直系家族を基本形態とする「直系型家族」である。一時的には複合家族
形態や夫婦家族形態を取ることもあるが，基本構造は直系型家族であり，跡継ぎを選定して家族
の世代を越えた存続がはかられる。しかしながら，養子制度（一般の養子縁組，婿養子）は未発
達であり，また墓祭祀にみられるように祖先祭祀の連続性も微弱であって，跡継ぎの男子が誕生
しない場合には家族の存続が阻止され，財産は兄弟間で処理され，親夫婦は老後，娘夫婦の扶養
を受ける例も多い。したがって，家族原理よりも父系親族原理が優先されるから，超世代的連続
姓は日本の家族ほどには強くない。苗族の家族では，相続とは親の扶養と家族の祖先祭祀の継承
であり，跡継ぎは均分財産のほかに付加分として先祖の祭壇の置かれた中央の部屋を相続する。
跡継ぎになるのは末子，もしくは親がさまざまな理由で選定する男子であって，この場合には年
齢の下の方の子供が選ばれる傾向がある。いずれの場合にも，子供のうち最初の方に生まれた子
供ではなく，後に生まれた子供を跡継ぎにしようとする傾向がある。日本のとくに西南日本の家
族研究が明らかにしたように，このような相続継承形態は夫婦関係を中心とする「核心型家族」
を形成する家族制度であるが，苗族の場合には，財産分割の時点まで複合家族を構成することが，
家族の核心家族化を阻止しているといえよう。
　苗族における財産所有単位は氏族でも家族でもなく，父とその男子のみで構成する短期的で小
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規模な父系小リニージである。苗族には漢民族的な族産の観念も，日本的な家産の観念もない。
このことは，跡継ぎの男子がいない家族の財産が世帯主の兄弟によって処理される事実に明確に
あらわれる。苗族の財産所有単位は家族と氏族の中間に位置する父系小リニージである。したが
って，苗族においては家族の永続性は二次的であり，また氏族も外婚単位と一部の祖先祭祀機能
のほかにはさしたる機能をもたないから，社会構造の機能的単位としてもっとも重要と考えられ
るのは親と子（とくに男子）の親子関係（filiation）を基盤とする父系小リニージである。
　苗族は苗名と漢名の二つの名前のシステムをもっている。苗名は父子連名制，漢名は輩行制と
いう異なる原理にもとつく命名法であり，苗族にはふたつの命名原理が併存しているが，基本的
には父子連名制が苗族の基本的な命名原理である。父子連名制は，父親の一字を継承して子供た
ちに命名する方法であり，名前をみれば父子関係と兄弟姉妹関係をただちに確認できる命名法で
ある。父子関係と兄弟姉妹関係というきわめて近い関係を名前によって明示する点に父子連名制
の意義がある。父子連名制は父と子の関係を同一シンボルで結びつける点に意味があり，日本の
「家名」のように，継承される一定の文字が家族単位に固定し，超世代的に継承されることはない。
父子関係もしくは祖父と孫の関係程度しか繋がらない点に父子連名制の特徴がある。これに対し
て輩行制は大規模な単系親族組織のなかでの世代的位置を明示することに目的があり，より大規
模な単系親族組織が基盤となっている。苗族の場合，輩行制は漢族のものをそのまま受容したと
いうよりも，苗族の伝統的な父子連名制に近い形に変えて受けいれている傾向がある。これらを
通じてみられる苗族の祖名継承法の最も大きな特徴は父子関係の強調である。これは財産に対す
る権利や祖先祭祀のあり方にも共通する苗族の社会構造の基本原理であると考えられる。このこ
とは苗族においては直接的な親子関係（filiation）のレベルでの先祖との関係が重要であって，
出自（descent）のレベルでの遠い先祖との関係は二次的であることを意味し，漢族の輩行制が
遠い先祖との関係を強調しているのとはきわめて対照的であるといえよう。
　結論的にいえば，苗族の社会構造は漢民族の単系親族組織を中心とする社会構造の影響をうけ
つつも，大規模な単系親族を基盤とする構造ではなくて，単系親族組織内部の親子関係を中核と
する父系小リニージを基盤とする構造である。これが苗族の伝統的な命名システムである父子連
名制に顕著に表現されているし，また輩行制の受容の不完全さにあらわれているといえよう。
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　こうした漢民族の命名法については，「輩行制」「排行制」のふたつの表現があるが，ここでは世代原理にも
　とつくこうした命名法を「輩行制」と呼び，「排行制」は，日本でいえばL郎」「次郎」「三郎」のように兄
　弟姉妹の順序を明示する命名法を指示する概念として用いる。なぜなら，「輩」の字義には，世代と兄弟順序
　の二つの意味があるが，「排」の字義は兄弟の順序に限定されるからである。
（3）黙東南苗族個族自治州民政局編の『黙東南苗族個族自治州行政区画簡冊』（1986年）によれば，虎羊村など7
　つの村（鎮）からなる陶尭郷の人口は4，368人，梅影村を含む10の村（鎮）からなる台濃郷の人口は6，
　793人であった。村ごとの世帯数人口は公表されていない。
（4）跡継ぎ以外の男子の新家族形成を『苗族社会歴史調査』などでは「分出」と表現しているが，この報告では「独
　立」と記述する。「分出」「分家」としなかったのは日本の本家分家の観念との混同を避けるためである。苗
　族では本家分家の観念は希薄である。
⑤苗族では夫婦の墓はいっしょにつくらないことが多いが，隣接してもいいという。この家族の場合，先祖の
　墓はあちこちの山に散在している。墓は死者の死亡時期などによって，風水にもとついてその位置が決めら
　れる。3世代前までの墓の位置は確認できるが，それ以前の墓は木製の墓標が朽ちて場所もわからなくなっ
　てしまうという。
（6）苗族の婚姻は基本的に一夫一婦制の族外婚であるが，息子がいない場合には一夫多妻もあるという　（孔燕君
　1986）。また，同姓と異姓同祖間では結婚しない同姓不婚原理が厳格であり，とくに母方平行イトコ婚は強く
　忌避されている。これにかわって，父方交差イトコ婚の優先的規制が認められる。これは男子均分の相続制
　度とも関連をもっており，生家の財産相続を受けなかった女子が娘を兄弟の息子と結婚させることによって，
　自分が相続されなかった財産を，娘に受け取らせるのだという（黙東南苗族桐族自治州概況編集組1986）。
（7）今後は都市へ次男三男の家族が転出することによって，実質的な生活単位としての複合家族の形成は減少す
　ると思われる。
（8）反排村の報告では独立と財産分割の関係についてつぎのように記述されている。「分家の際には，父系親族の
　なかでもっとも威信のある老人2，3人に来てもらい，父親が財産分割の計画を出す」（孔燕君1986）。これ
　によれば，あるいは男子全員の結婚を待たずに，誰かが独立する際に財産分割が行われるようにも理解できる。
（9）苗族の祖先祭祀には，家族レベルの祖先祭祀と父系親族レベルの祖先祭祀とがある。家族レベルの祖先祭祀
　　としては，家屋内のナイマーとよばれる神牌の祭祀と新年の祖先祭祀儀礼とがある。ナイマーは現在は中央
　の部屋ではなくて，脇の小さな部屋で祀られている例が多いが，これは集合的の先祖を祀るものであって，
　個別の表象はない。ナイマーには苗年，清明祭，端午など1年に10数回，酒が供えられる。また，新年には
　重要な祖先祭祀儀礼である苗年の儀礼が行われる。苗族社会は父系社会であるが，苗年行事は妻＝母方の親
　族を迎えて行われる儀礼である。親族はアヒル（先祖が帰ってくる時に先導役をつとめるという），酒，嬬米，
　鯉，爆竹などをもって祝いに来る。なかでも重要な親族は「妻の父」であり，この人が豚を殺したり，親族
　への豚肉の配分にあたる。親族は帰りには豚肉を土産として持ち帰る。とくに豚の腿の肉を分配されるのが
　重要な親族とされ，妻の父，母の弟，妻の弟などが腿肉をもらう。いずれも妻＝母方の親族である。苗年の
　行事と親族関係については，上野和男（1991）に報告した。なお，父系親族レベルの祖先祭祀としては，鼓
　社節の行事がある。
（10）苗族のそれぞれ家族には普通1組の銀飾がある。これは女性が生家の母親の銀飾を姉妹の数で均分したもので，
　　これを結婚後買い足したものである。これらは娘が順々に祭礼の際に着る。最終的には，母親の死後娘たち
　　に分配され，娘たちはこれを婚家に持ち込む。したがって，銀飾は結婚を通じて女性によって家族から家族
　へ移動する性格をもつ。これは男子に相続される家屋や土地などの財産とは性格が異なる。
（11）苗族の人々は日常的に多くの鍵を持ち歩いている。たとえば，虎羊村のある男性は，家の入口，自分の部屋，
　部屋の重要な引き出し，穀物貯蔵部屋の4つの鍵を持っていた。家屋内でも共通部分を除いて，個人の部屋
　　のは鍵をかけるのが普通であり，調査中も人々は部屋の出入りにいちいち鍵をかけていた。
（12）現在の苗族の父子連名制は，父子が一字を共有する点に特徴があり，字を共通にする命名法でると考えられ
　　ている。しかしながら，苗族はもともと文字をもたないから，漢字を受容する以前の父子連名制はおそらく
　発音上の共通性が中心であったと考えられる。なお，現在では，苗語の教科書もつくられ，アルファベット
　表記もなされるようになり，小学校から苗語の授業が行われている。
（13）虎羊村の墓は家屋の周辺，集落の近くの山，遠い山などにある。集落内にもいくつかの墓があり，その場所
　　は現在の家屋の下，前，裏などとなっている。家屋の下にある事例は曾祖父（父の父の父）の墓で，おそら
　　く墓の上に最近家屋を建てたものと思われる。近くの山の畑のなかにも多くの墓が散在している。それぞれ
　　の墓の前には石製の墓標が立てられ，死者の生前の姓名が刻まれる。遠くの山にある墓は風水で場所が決め
　　られたり，本人が好きな場所を選ぶという。こうした墓の場所は風水によって決定されるから，ひとつの家
　　族の先祖の墓が特定の場所に集中することはない。苗族では家族単位に墓を作るという考えは極めて希薄で
　　あり，夫婦でも別の場所に造られる場合がある。墓参りをするのは清明祭などで，アヒルの肉，豚肉，鶏肉，
　　紙銭，線香，酒などを供える。墓参りの対象はおもに父母の墓であって，その他にその前の先祖の墓にもま
　　いるが，父母の墓ほどには気持を込めないという。虎羊村の家族ライフサイクルの事例を掲げた家族では，
　　5代前の先祖からの墓が虎羊村にあるが，それ以前の墓は虎羊村からは遠い場所にあり，この家族では墓詣
　　りはしないという。
（14）沖縄には三種類の名前があり，それぞれも命名原理が異なる。第一は，沖縄の伝統的な名前であって，現在
　　これは「童名」と呼ばれている。童名は，男女とも全員につけられ，祖父母から孫に双系的に継承される。
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童名は数も種類も少なく，したがって沖縄にはかつては同名者がきわめて多かった。第二は，大和名・学校
名とよばれる日本風の名前であり，これは戸籍登録や学校で使用される名前であって，苗族の学名と類似し
た性格をもつ。大和名には名乗頭とよばれる一字が含まれており，父親の名乗頭が子供の男子全員に継承され
さらに男系的に継承されるから，名乗頭を共通にする者は先祖を共通にする親族であり，単系親族組織であ
る門中を構成する。第三は，唐名であり，これは輩行制を原理とする中国風の名前である。近世期には唐名
を持つ主体は王家と士族であり，琉球王朝が管理した家譜に記載されたが，日常的には使われなかった。大
和名，唐名とも17世紀初頭の薩摩の琉球侵入以降に普及した命名法であり，この三つの名前に沖縄の歴史と
文化的社会的位置が投影されている。
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Personal　Names　and　Family　Organization　in　Southwest　China
　　　　　　　　　　　－The　Miao　of　Two　Kweichow　Villages一
UENo　KaZUO
　　The　systems　by　which　people　are　given　family　and　personal　names　are　closely　linked　to　social
structure．　This　paper　presents　the　results　of　a　survey　a輌med　at　demonstrating　the　nature　of　the
link　between　personal　names　and　social　structures－particularly　through　family　and　kinship
organizations－in　the　case　of　the　Miao　people　of　southwest　China，　These　are　a　people　who，　from
their　base　in　southwest　China，　have　also　settled　in　the　northern　portion　of　Southeast　Asia，　but　in
the　present　paper　I　would　like　to　offer　the　results　of　two　field　reseaches，　made　in　1987　and　1988，
of　the　Miao　in　two　particular　villages　of　Kweichow　Province．
　　The　Miao　in　this　area　use　a　system　by　which　they　have　two　given　names－one　being　Miao，　and
the　other　Han　Chinese．　The　Miao　name　is　the　same　partially　for　father　and　child，　while　the　Han
Chinese　name　is　based　on　a　different　principle，　that　of　seniority　within　the　lineage　group．　The
Miao　do　have　a　system　of　two　given　names，　but　fundalnentally　names　are　glven　on　the　father－child
principle．　Under　this　system，　one　character　from　the　father’s　name　is　passed　on　to　each　child，
along　lines　which　make　it　possible　to　discern　paternal　and　sibling　relationships　simply　by　looking
at　the　names，　and　it　is　precisely　for　this　purpose　that　the　custom　exists．　By　contrast，　the　Chinese
system　is　intended　to　show　the　order　of　seniority　within　the　large－scale　lineage　system　which
forms　its　base．
　　Miao　families　are　of　the‘‘stem　familジtype，　in　which　the　succession　passes　to　one　son，　while
goods　are　divided　equally　among　male　children．　However，　the　famny　is　not　seen　as　a　property・
holding　unit，　there　is　little　adoption，　and　the　family　line　is　not　especially　interested　in　perpetuating
itself．　The　family　name　as　such　has　no　particular　function　except　in　the　context　of　ancestral　wor・
ship．　Given　such　a　social　system，　what　is　most　important　to　the　Miao　is　the　father－child　lineage．
Sharing　the　paternal　given　name　serves　to　strengthen　father－child　bonds，　so　it　is　consequently　a
vital　element　in　their　society．
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